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資料１

新市基本計画実施計画事業（群馬地域）推進状況一覧

群馬上下水道
事務所長

群馬教育課長

建設課長

群馬区画整理
事務所長

事　業　名
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新市基本計画実施計画事業推進状況報告書 
平成１９年９月３０日現在 

 

ソフト事業名 放課後児童健全育成事業 実施地区 高崎市 
実 施 期 間 全期 所管課名 児童保育課 

新市基本計画実施計画書（平成１８年度～平成２０年度）計画内容(P.22) 

平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 
事 
業 
計 
画 

・放課後児童クラブの実施 
・放課後児童クラブの施設整備 
 
 
 

・放課後児童クラブの実施 
・放課後児童クラブの施設整
備 
 

・放課後児童クラブの実施 
・放課後児童クラブの施設整
備 
 

年度 
項目 

平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 

合計（千円） 216,916 255,494 265,072 
国庫支出金 0 0 0 
県 支 出 金 100,599 115,559 124,025 
地 方 債 0 0 0 
そ の 他 15,945 15,945 15,945 

実 
施 
計 
画 
額 

財 
 
源 

一 般 財 源 100,412 123,990 125,102 

区分 
（千円）

18年度当 
初予算額 

18年度 
決算額 

１８年度事業実績 

合計 216,916 282,004 
国 0 0 
県 100,759 123,838 
市債 0 0 
その他 15,945 16,396 
一般 100,212 141,770 

・実施状況は、51クラブ、児童数 2,439 人で実施 
・施設状況は、専用施設 31 か所、余裕教室 9 か所、公有地専用施設 6 か
所、その他 5か所 
・ 専用施設整備（建設２か所、購入１か所） 
                       事業費 282,004 千円 
 

区分 
（千円）

19年度当 
初予算額 

19年度決
算見込額 

１９年度事業内容 

合計 304,384  
国 0  
県 124,756  
市債 0  
その他 18,622  
一般 161,006  
   

≪９月３０日現在≫ 
・実施は 55 クラブで実施 
・施設は、専用施設 34 か所、余裕教室 9 か所、公有地専用施設 6 か所、
その他 6か所 
・ 専用施設整備予定（建設２か所） 
                       事業費 304,384 千円 
≪実施予定≫ 
専用施設整備予定（建設１か所） 

区分 
（千円）

20年度当 
初予算額 

20年度決
算見込額 

２０年度事業計画 

合計   
国   
県   
市債   
その他   
一 般   

・実施は 58 クラブで実施 
・施設は、専用施設 37 か所、余裕教室 8 か所、公有地専用施設 6 か所、
その他 7か所 
・ 専用施設整備予定（建設３か所） 
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新市基本計画実施計画事業推進状況報告書 
平成１９年９月３０日現在 

 

ハード事業名 生涯学習センター（仮称）建設事業 実施地区 群馬地域 
実 施 期 間 平成 18 年度～平成 22 年度 所管課名 社会教育課 
新市基本計画実施計画書（平成１８年度～平成２０年度）計画内容(P.34) 

平成 17 年度以前 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 全体計画（累計） 
事
業
計
画 

 
 
 
 
 

・建設委員会設立 ・基本計画設計委
託 

・実施設計委託、
本体工事 
 

・平成 19 年度：
基本設計 
・平成 20年度～ 
21 年度：実施設
計、本体工事 

合計（千円） 0 5,000 104,000 109,000 
国庫支出金 0 0 0 0 
県 支 出 金 0 0 0 0 
地 方 債 0 0 98,800 98,800 
そ の 他 0 0 0 0 

実
施
計
画
額 

財 
 
源 

一 般 財 源 0 5,000 5,200 10,200 

区分 
（千円）

18年度当
初予算額 

18 年度 
決算額 

１８年度事業実績 

合計 0 0 
国 0 0 
県 0 0 
市債 0 0 
その他 0 0 
一般 0 0 

現段階では、中核市移行に伴い県費教職員の研修施設との複合施設を検討
中。開館時期は 1年延ばして平成 23 年度開館予定。 

区分 
（千円） 

19年度当
初予算額 

19年度決 
算見込額 

１９年度事業内容 

合計 5,000  
国 0  
県 0  
市債 0  
その他 0  
一般 5,000  

≪９月３０日現在≫ 
建設検討委員会及び専門部会を設置し、基本構想を検討。 
 
≪実施予定≫ 
引続き基本構想を検討。 

区分 
（千円） 

20年度当 
初予算額 

20年度決 
算見込額 

２０年度事業計画 

合計   
国   
県   
市債   
その他   
一般   
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新市基本計画実施計画事業推進状況報告書 
平成１９年９月３０日現在 

 

ハード事業名 校舎耐震補強事業 実施地区 高崎市 
実 施 期 間 全期 所管課名 教育部庶務課 
新市基本計画実施計画書（平成１８年度～平成２０年度）計画内容(P.36) 

平成 17 年度以前 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 全体計画（累計） 

事
業
計
画 

補強済 
 

耐震診断 
5 校 11 棟 
耐震補強設計 
2 校 5棟 
耐震補強工事 
4 校 5棟 

耐震診断 
5 校 9棟 
耐震補強設計 
7 校 14 棟 
耐震補強工事 
2 校 5棟 

耐震診断 
4 校 8棟 
耐震補強設計 
5 校 9棟 
耐震補強工事 
7 校 14 棟 

昭和 56 年以前建
築の校舎等につ
いて診断→設計
→工事の 3ヵ年計
画で事業を進め
る。 

合計（千円） 174,343 136,408 364,264 675,015 
国庫支出金 54,456 52,951 176,135 283,542 
県 支 出 金     
地 方 債 80,600 44,700 158,100 283,400 
そ の 他     

実
施
計
画
額 

財 
 
源 

一 般 財 源 39,287 38,757 30,029 108,073 

区分 
（千円）

18年度当 
初予算額 

18 年度 
決算額 

１８年度事業実績 

合計 174,343 137,699 
国 54,456 48,962 
県 0 0 
市債 80,600 50,700 
その他 0 0 
一般 39,287 38,037 
   

耐震診断 5校 11 棟 契約額 12,883,500 円（H18.5.30～9.29） 
京ケ島小 1棟、片岡小 3棟、北小 2棟、東部小 3棟、金古小 2棟 

耐震補強設計 2校 5棟 契約額 3,853,500 円（H18.6.09～H19.1.31） 
北小 2棟、南小 3棟 

耐震補強工事 4校 5棟 契約額 100,495,500 円（H18.6.10～10.13） 
南小 1棟、京ケ島小 1棟、六郷小 2棟、豊岡小 1棟 

耐震化優先度調査 81 棟 契約額 15,540,000 円（H18.9.22～H19.2.15） 

区分 
（千円） 

19年度当 
初予算額 

19年度決 
算見込額 

１９年度事業内容 

合計 95,147  
国 34,550  
県 0  
市債 30,700  
その他 0  
一般 29,897  
   

≪９月３０日現在≫ 
耐震診断 6校 14 棟 契約額 17,272,500 円（H19.5.24～H19.11.30） 
八幡小 3棟、岩鼻小 3棟、北部小 2棟、西部小 2棟、第一中 3棟、養護
学校 1棟 

耐震補強設計 6校 13 棟 契約額 12,348,000 円（H19.6.22～H19.12.17） 
京ケ島小 1棟、片岡小 3棟、北小 1棟、東部小 5棟、新町第二小 1棟、
六郷小 2棟 

耐震補強工事 2校 5棟 契約額 51,292,500 円（H19.6.19～9.28）  
北小 2棟、南小 3棟 

≪実施予定≫ 
区分 
（千円） 

20年度当 
初予算額 

20年度決
算見込額 

２０年度事業計画 

合計   
国   
県   
市債   
その他   
一般   

耐震診断 7校 15 棟程度 
耐震補強設計 8校 16 棟 
耐震補強工事 6校 13 棟 
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新市基本計画実施計画事業推進状況報告書 
平成１９年９月３０日現在 

 

ハード事業名 堤ヶ岡第二小学校（仮称）建設事業 実施地区 群馬地域 
実 施 期 間 平成１８年度～平成２０年度 所管課名 教育部庶務課 
新市基本計画実施計画書（平成１８年度～平成２０年度）計画内容(P.40) 

平成 17 年度以前 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 全体計画（累計） 
事
業
計
画 

 
 
 
 
 

用地取得 
用地造成 
設計 
地質調査 

校舎建設 
 

校舎建設 
プール建設 
体育館建設 
備品購入 等 

用地取得 H18 
設計 H18 
校舎建設 H19～20 
プール等建設 H20 

合計（千円） 689,456 520,000 1,410,000 2,619,456 
国庫支出金 0 203,705 407,975 611,680 
県 支 出 金 0 0 0 0 
地 方 債 541,500 267,700 560,800 1,370,000 
そ の 他 140,000 0 298,000 438,000 

実
施
計
画
額 

財 
 
源 

一 般 財 源 7,956 48,595 143,225 199,776 

区分 
（千円）

18年度当
初予算額 

18 年度 
決算額 

１８年度事業実績 

合計 689,456 582,826 
国 0 0 
県 0 0 
市債 541,500 532,300 
その他 140,000 41,000 
一般 7,956 9,526 

用地取得 26,809.48 ㎡ 契約額 560,318,132 円（登記完了 H18.7.5） 
測量 契約額 5,775,000 円(H18.6.9～H19.2.28) 
埋蔵文化財発掘調査実施（文化財保護課） 
地質調査 契約額 2,278,500 円(H18.11.28～H19.1.31) 
校舎等新築設計 契約額 43,575,000 円(H18.9.16～H19.3.26 繰越予定) 

区分 
（千円） 

19年度当
初予算額 

19年度決
算見込額 

１９年度事業内容 

合計 403,106  
国 99,960  
県 0  
市債 251,100  
その他 37,000  
一般 15,046  

   

≪９月３０日現在≫ 
校舎等新築設計（繰越～H19.6.30） 
造成工事（1期） 契約額 44,520,000 円（H19.4.28～H19.10.31） 
校舎・屋内運動場新築工事 契約額 1,413,300,000 円（H19.9.29～
H21.1.30） 
校舎・屋内運動場新築電気設備工事 契約額 173,250,000 円（H19.9.29
～H21.1.30） 
≪実施予定≫ 
校舎・屋内運動場新築衛生設備工事（H19.10～H21.1.30） 
校舎・屋内運動場新築空調設備工事（H19.10～H21.1.30） 

区分 
（千円） 

20年度当
初予算額 

20年度決
算見込額 

２０年度事業計画 

合計   
国   
県   
市債   
その他   
一般   

校舎・屋内運動場新築（電気設備,衛生設備,空調設備）工事（継続～
H21.1.30） 
プール建設工事 
外構工事 
造成工事（2期） 
備品購入 
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新市基本計画実施計画事業推進状況報告書 
平成１９年９月３０日現在 

 

ハード事業名 保渡田古墳群保存整備事業 実施地区 群馬地域 
実 施 期 間 昭和６１年度～平成１９年度 所管課名 文化財保護課 
新市基本計画実施計画書（平成１８年度～平成２０年度）計画内容(P.47) 

平成 17 年度以前 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 全体計画（累計） 
事
業
計
画 

H15  発掘調査 
H17 基本設計 
   実施設計 
 
 

整備工事 
施工管理 

整備工事 
施工管理 
整備報告書作成 

 二子山古墳整備 

合計（千円） 161,578 130,832 0 292,410 
国庫支出金 78,985 64,400 0 143,385 
県 支 出 金 9,478 19,300 0 28,778 
地 方 債 0 0 0 0 
そ の 他 0 0 0 0 

実
施
計
画
額 

財 
 
源 

一 般 財 源 73,115 47,132 0 120,247 

区分 
（千円）

18年度当
初予算額 

18年度 
決算額 

１８年度事業実績 

合計 161,578 106,140 
国  78,985 52,000 
県  9,478 12,480 
市債 0 0 
その他 0 0 
一般 73,115 41,660 

   

・二子山古墳の整備工事（１年次）の実施 
              契 約        完 成 
本体工事     平成 18 年 8 月 28 日  平成 19 年 3月 23 日 

  植栽工事     平成 18 年 9 月 19 日  平成 19 年 3 月 15 日 
  遺物保存処理委託 平成 18 年 8 月 28 日  平成 19 年 3 月 23 日 
  施工管理業務委託 平成 18 年 6 月 29 日  平成 19 年 3 月 23 日 
・二子山古墳整備工事については、当初２ヵ年事業として予定していたが、
国庫補助金との関係から、３ヵ年事業に変更となった。 

区分 
（千円） 

19年度当
初予算額 

19年度決
算見込額 

１９年度事業内容 

合計 137,625  
国 66,500  
県 15,960  
市債 0  
その他 0  
一般 55,165  
   

≪９月３０日現在≫ 
・二子山古墳の整備工事（２年次）の実施 
              契 約        完 成 
  本体工事     平成 19 年 8 月 14 日  平成 20 年 3 月 6 日 
  植栽工事     平成 18 年 7 月 14 日  平成 20 年 3 月 14 日 
  施工管理業務委託 平成 19 年 7 月 11 日  平成 20 年 3 月 17 日 
≪実施予定≫ 

区分 
（千円） 

20年度当
初予算額 

20年度決
算見込額 

２０年度事業計画 

合計   
国   
県   
市債   
その他   
一般   

・二子山古墳の整備工事（３年次）の実施（最終年次） 
              契 約        完 成 
  本体工事     園路舗装工事・サイン工事等 
  植栽工事     古墳周辺高木植栽工事等 
  施工管理業務委託 上記工事の施工管理業務委託。 
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新市基本計画実施計画事業推進状況報告書 
平成１９年９月３０日現在 

 

ハード事業名 北谷遺跡保存整備事業 実施地区 群馬地域 
実 施 期 間 平成１７年度～平成２８年度 所管課名 文化財保護課 
新市基本計画実施計画書（平成１８年度～平成２０年度）計画内容(P.48) 

平成 17 年度以前 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 全体計画（累計） 
事
業
計
画 

H17 史跡指定 
 
 
 
 

文化庁協議 
説明板設置 
北谷遺跡広報 

史跡指定協議 
北谷遺跡広報 

用地取得協議 
北谷遺跡広報 

第 5次総合計画で
詳細策定 

合計（千円） 1,600 1,419 678 3,697 
国庫支出金 0 0 0 0 
県 支 出 金 0 0 0 0 
地 方 債 0 0 0 0 
そ の 他 0 0 0 0 

実
施
計
画
額 

財 
 
源 

一 般 財 源 1,600 1,419 678 3,697 

区分 
（千円）

18年度当 
初予算額 

18年度 
決算額 

１８年度事業実績 

合計 1,600 359 
国 0 0 
県 0 0 
市債 0 0 
その他 0 0 
一般 1,600 359 

・説明板設置場所の借用 
・説明板の設置（３月） 
・説明板設置場所の管理（除草等）（８月） 

区分 
（千円） 

19年度当 
初予算額 

19年度決
算見込額 

１９年度事業内容 

合計 1,809  
国 0  
県 0  
市債 0  
その他 0  
一般 1,809  

≪９月３０日現在≫ 
・説明板設置場所の管理（除草等）６月・７月 
≪実施予定≫ 
・説明板設置場所の管理（除草等）１０月 
・史跡境界杭の製作 

区分 
（千円） 

20年度当 
初予算額 

20年度決
算見込額 

２０年度事業計画 

合計   
国   
県   
市債   
その他   
一般   

・説明板設置場所の管理（除草等） 年３回 
・追加指定にかかる文化庁等協議 
・北谷遺跡公報活動 
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新市基本計画実施計画事業推進状況報告書 
平成１９年９月３０日現在 

 

ハード事業名 群馬地域野球場整備事業 実施地区 群馬地域 
実 施 期 間 平成１８年度～平成２０年度 所管課名 教育部スポーツ課 
新市基本計画実施計画書（平成１８年度～平成２０年度）計画内容(P.51) 

平成 17 年度以前 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 全体計画（累計） 
事
業
計
画 

 
 
 
 
 

事業認定 
不動産鑑定 
用地測量 

用地買収 野球場建設 平成 18 年度：土
地鑑定・測量調査 
平成 19 年度：用
地買収 

合計（千円） 6,720 600,000 308,000 914,720 
国庫支出金 0 0 0 0 
県 支 出 金 0 0 0 0 
地 方 債 0 0 0 0 
そ の 他 0 570,000 292,600 862,600 

実
施
計
画
額 

財 
 
源 

一 般 財 源 6,720 30,000 15,400 52,120 

区分 
（千円） 

18年度当 
初予算額 

18年度 
決算額 

１８年度事業実績 

合計 6,720 189 
国  0 0 
県 0 0 
市債 0 0 
その他 0 0 
一般 6,720 189 

関係各課より情報収集 
庁内関係各課や群馬支所等の職員によりプロジェクトチーム等の組織

作りを図る。 
建設の候補地を決定し、土地の地権者に説明会を行う。 
用地測量を行う。 

区分 
（千円） 

19年度当 
初予算額 

19年度決
算見込額 

１９年度事業内容 

合計 6,720 6,720 
国 0  
県 0  
市債 0  
その他 0  
一般 6,720 6,720 
   

≪９月３０日現在≫ 
 関係各課との調整会議及び三役会議において了承が得られ、建設候補地
を決定した。また、建設検討委員会を設置し野球場の規模や構造等を検討
していく。 
≪実施予定≫ 
 該当する地権者に説明会を開き、了承のうえ現地測量を行う。 
 検討委員会専門部会で協議し、野球場の規模・構造等の詳細を検討する。 
 地権者の税金対策のため、県へ事業認定申請を行う。 
 野球場基本設計を作成する。 
 

区分 
（千円） 

20年度当 
初予算額 

20年度決
算見込額 

２０年度事業計画 

合計   
国   
県   
市債   
その他   
一般   

実施設計を作成 
用地買収 
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新市基本計画実施計画事業推進状況報告書 
平成１９年９月３０日現在 

 

ハード事業名 北部公園建設事業 実施地区 群馬地域 
実 施 期 間 平成 20 年度～平成 24 年度 所管課名 公園緑地課 
新市基本計画実施計画書（平成１８年度～平成２０年度）計画内容(P.60) 

平成 17 年度以前 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 全体計画（累計） 
事
業
計
画 

 
 
 
 
 

  基本構想の策定 基本構想 H20 

合計（千円） 0 0 10,000 10,000 
国庫支出金 0 0 0 0 
県 支 出 金 0 0 0 0 
地 方 債 0 0 0 0 
そ の 他 0 0 0 0 

実
施
計
画
額 

財 
 
源 

一 般 財 源 0 0 10,000 10,000 

区分 
（千円）

18年度当 
初予算額 

18年度 
決算額 

１８年度事業実績 

合計 0 0 
国 0 0 
県 0 0 
市債 0 0 
その他 0 0 
一般 0 0 

予定なし 

区分 
（千円） 

19年度当 
初予算額 

19年度決
算見込額 

１９年度事業内容 

合計 0  
国 0  
県 0  
市債 0  
その他 0  
一般 0  

≪９月３０日現在≫ 
 予定なし 
 
≪実施予定≫ 
予定なし 

区分 
（千円） 

20年度当 
初予算額 

20年度決
算見込額 

２０年度事業計画 

合計   
国   
県   
市債   
その他   
一般   
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新市基本計画実施計画事業推進状況報告書 
平成１９年９月３０日現在 

 

ハード事業名 三ツ寺公園建設事業 実施地区 群馬地域 
実 施 期 間 平成 5年度～平成 21 年度 所管課名 公園緑地課 
新市基本計画実施計画書（平成１８年度～平成２０年度）計画内容(P.61) 

平成 17 年度以前 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 全体計画（累計） 
事
業
計
画 

用地取得 
施設整備 
 
 
 

建物移転補償 
用地取得 

用地取得 施設整備 建物移転補償・用
地取得 H18～H19 
施設整備 H20 

合計（千円） 203,804 150,000 150,000 503,804 
国庫支出金 67,000 50,000 52,000 169,000 
県 支 出 金 0 0 0 0 
地 方 債 120,600 90,000 88,200 298,800 
そ の 他 0 0 0 0 

実
施
計
画
額 

財 
 
源 

一 般 財 源 16,204 10,000 9,800 36,004 

区分 
（千円）

18年度当
初予算額 

18年度 
決算額 

１８年度事業実績 

合計 203,804 203,804 
国 67,000 67,000 
県 0 0 
市債 120,600 120,600 
その他 0 0 
一般 16,204 16,204 

建物移転補償 185,835,600 円 
 
用地取得 6,619,000 円 
 

区分 
（千円） 

19年度当
初予算案 

19年度決
算見込額 

１９年度事業内容 

合計 267,000  
国 89,000  
県 0  
市債 160,200  
その他 0  
一般 17,800  

≪９月３０日現在≫ 
 用地取得交渉中 
 
≪実施予定≫ 
 

区分 
（千円） 

20年度当
初予算案 

20年度決
算見込額 

２０年度事業計画 

合計   
国   
県   
市債   
その他   
一般   

施設整備 
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新市基本計画実施計画事業推進状況報告書 
平成１９年９月３０日現在 

 

ハード事業名 菅谷南線道路事業 実施地区 群馬地域 
実 施 期 間 平成 18 年度～平成 21 年度 所管課名 都市整備部都市施設課 
新市基本計画実施計画書（平成１８年度～平成２０年度）計画内容(P.89) 

平成 17 年度以前 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 全体計画（累計） 
事
業
計
画 

 
 
 
 

用地買収 
物件移転補償 
測量委託 

用地買収 
物件移転補償 

用地買収 
物件移転補償 

総事業費： 
269,000 千円 
延長：170m 
幅員：17m 

合計（千円） 58,000 90,000 88,000 236,000 
国庫支出金 31,900 49,500 48,400 129,800 
県 支 出 金 0 0 0 0 
地 方 債 24,700 38,400 37,600 100,700 
そ の 他 0 0 0 0 

実
施
計
画
額 

財 
 
源 

一 般 財 源 1,400 2,100 2,000 5,500 

区分 
（千円）

18年度当 
初予算額 

18年度 
決算額 

１８年度事業実績 

合計 58,000 32,706 
国 31,900 17,875 
県 0 0 
市債 24,700 0 
その他 0 0 
一般 1,400 14,831 

関係者の立会いが済み、道路詳細設計完成。 
事業用地買収実績 
・ 用地買収費 17,813,460 円（10 件） 
・ 補償費 1,967,309 円（4件）残地補償及び工作物移転補償 

区分 
（千円） 

19年度当 
初予算額 

19年度決
算見込額 

１９年度事業内容 

合計 96,709  
国 52,250  
県 0  
市債 0  
その他 0  
一般 44,459  
   

≪９月３０日現在≫ 
平成 19 年 7 月 31 日契約済み 
（年内に建物・工作物移転予定） 
 
≪実施予定≫ 
平成 20 年 1 月より文化財発掘調査予定 

区分 
（千円） 

20年度当 
初予算額 

20年度決
算見込額 

２０年度事業計画 

合計   
国   
県   
市債   
その他   
一般   

文化財発掘調査の報告書作成 
道路築造工事 
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新市基本計画実施計画事業推進状況報告書 
平成１９年９月３０日現在 

 

ハード事業名 中央第二土地区画整理事業 実施地区 群馬地域 
実 施 期 間 平成９年度～平成３５年度 所管課名 区画整理１課 
新市基本計画実施計画書（平成１８年度～平成２０年度）計画内容(P.98) 

平成 17 年度以前 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 全体計画（累計） 事
業
計
画 

道路築造工事 
物件移転補償 
その他 

道路築造工事 
物件移転補償 
その他 

道路築造工事 
物件移転補償 
その他 

道路築造工事 
物件移転補償 
その他 

道路築造工事 
物件移転補償 
その他 

合計（千円） 416,200 450,000 450,000 1,316,200 
国庫支出金 167,730 180,600 179,900 528,230 
県 支 出 金 0 0 0 0 
地 方 債 74,000 53,300 60,800 188,100 
そ の 他 66,258 50,000 50,000 166,258 

実
施
計
画
額 

財 
 
源 

一 般 財 源 108,212 166,100 159,300 433,612 

区分 
（千円）

18年度当 
初予算額 

18年度 
決算額 

１８年度事業実績 

合計 477,695 397,153 
国 167,730 134,450 
県 0 0 
市債 74,000 67,400 
その他  1,542 
一般 235,965 193,761 

・道路築造工事外   ７月～  １４件 
・道路詳細設計委託外 ６月～  １２件 
・建物移転補償物件外 ６月～  ２５件 

区分 
（千円） 

19年度当 
初予算額 

19年度決
算見込額 

１９年度事業内容 

合計 364,693  
国 111,200  
県 0  
市債 11,800  
その他 0  
一般 241,693  
   

≪９月３０日現在≫ 
・道路築造工事外   ５月～   ８件 
・建物調査委託外   ５月～   ６件 
≪実施予定≫ 
・道路築造工事外  １０月～   ２件発注予定 
・雨水計画作成委託外１０月～   ２件発注予定 
・建物移転補償物件外１０月～   ８件発注予定 

区分 
（千円） 

20年度当 
初予算額 

20年度決
算見込額 

２０年度事業計画 

合計   
国   
県   
市債   
その他   
一般   
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新市基本計画実施計画事業推進状況報告書 
平成１９年９月３０日現在 

 

ハード事業名 菅谷・高畑土地区画整理事業 実施地区 群馬地域 
実 施 期 間 平成９年度～平成２５年度 所管課名 区画整理１課 
新市基本計画実施計画書（平成１８年度～平成２０年度）計画内容(P.99) 

平成 17 年度以前 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 全体計画（累計） 事
業
計
画 

道路築造工事 
物件移転補償 
その他 

道路築造工事 
物件移転補償 
その他 

道路築造工事 
物件移転補償 
その他 

道路築造工事 
物件移転補償 
その他 

道路築造工事 
物件移転補償 
その他 

合計（千円） 110,600 75,000 65,000 250,600 
国庫支出金 0 0 0 0 
県 支 出 金 0 0 0 0 
地 方 債 10,000 25,000 15,000 50,000 
そ の 他 0 0 0 0 

実
施
計
画
額 

財 
 
源 

一 般 財 源 100,600 50,000 50,000 200,600 

区分 
（千円）

18年度当 
初予算額 

18年度 
決算額 

１８年度事業実績 

合計 100,600 86,375 
国 0 0 
県 0 0 
市債 10,000 10,000 
その他 0 0 
一般 90,600 76,375 

・道路築造工事外   ５月～   ６件 
・除草委託外     ６月～   ５件 
・建物移転補償物件外 ６月～  １７件 
 
 
 

区分 
（千円） 

19年度当 
初予算額 

19年度決
算見込額 

１９年度事業内容 

合計 103,086  
国 0  
県 0  
市債 10,000  
その他 0  
一般 93,086  

≪９月３０日現在≫ 
・道路築造工事外   ６月～   ４件 
・除草委託外     ５月～   ５件 
・建物移転補償物件外 ５月～  １７件 
≪実施予定≫ 
・道路築造工事   １０月～   １件 

区分 
（千円） 

20年度当 
初予算額 

20年度決
算見込額 

２０年度事業計画 

合計   
国   
県   
市債   
その他   
一般   
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新市基本計画実施計画事業推進状況報告書 
平成１９年９月３０日現在 

 

ハード事業名 上水道管網整備事業 実施地区 群馬地域 
実 施 期 間 ～全期 所管課名 水道局工務課 
新市基本計画実施計画書（平成１８年度～平成２０年度）計画内容(P.107) 

平成 17 年度以前 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 全体計画（累計） 
事
業
計
画 

管網整備 
配水管布設（替） 
設計・工事 
 
 

管網整備 
配水管布設（替） 
設計・工事 

管網整備 
配水管布設（替） 
設計・工事 

管網整備 
配水管布設（替） 
設計・工事 

管網整備 
配水管布設（替） 
設計・工事 

合計（千円） 73,343 93,562 0 166,905 
国庫支出金 0 0 0 0 
県 支 出 金 0 0 0 0 
地 方 債 46,371 0 0 46,371 
そ の 他 0 0 0 0 

実
施
計
画
額 

財 
 
源 

一 般 財 源 26,972 93,562 0 120,534 

区分 
（千円）

18年度当 
初予算額 

18年度 
決算額 

１８年度事業実績 

合計 73,343 75,034 
国 0 0 
県 0 0 
市債 46,371 50,000 
その他 0 0 
一般 26,972 25,034 

管網整備 
・ 舗装復旧工事      ９，８１８千円 
・ 配水管布設（替）工事 ５４，９６８千円 
配水拡張 
・ 配水管布設（替）工事 １０，２４８千円 
19 年 3 月 15 日管網整備・配水拡張工事完了。 

区分 
（千円） 

19年度当 
初予算額 

19年度決
算見込額 

１９年度事業内容 

合計 93,562  
国 0  
県 0  
市債 0  
その他 0  
一般 93,562  

≪９月３０日現在≫ 
 配水管布設（替）工事を継続して実施する。 
・工事発注額 91,265 千円（事業費ベース進捗率 96％） 
≪実施予定≫ 
 

区分 
（千円） 

20年度当 
初予算額 

20年度決
算見込額 

２０年度事業計画 

合計   
国   
県   
市債   
その他   
一般   

管網整備を計画的に実施する。 
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新市基本計画実施計画事業推進状況報告書 
平成１９年９月３０日現在 

 

ハード事業名 下水道管渠（汚水）整備事業 実施地区 群馬地域 
実 施 期 間 平成 17 年度～平成 20 年度 所管課名 下水道局整備課 
新市基本計画実施計画書（平成１８年度～平成２０年度）計画内容(P.108) 

平成 17 年度以前 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 全体計画（累計） 
事
業
計
画 

 
 
 
 
 

延長  2,600ｍ 
面積     10ha 

延長  2,600ｍ 
面積     10ha 

延長  2,600ｍ 
面積     10ha 

 

合計（千円） 298,880  298,880  298,880 896,640 
国庫支出金 113,000     113,000  113,000 339,000 
県 支 出 金     500      500      500 1,500 
地 方 債 170,300  170,300  170,300 510,900 
そ の 他  12,600   12,600   12,600 37,800 

実
施
計
画
額 

財 
 
源 

一 般 財 源   2,480    2,480    2,480 7,440 

区分 
（千円）

18年度当 
初予算額 

18年度 
決算額 

１８年度事業実績 

合計 298,800 302,970 
国  113,000 113,000 
県      0 0 
市債 154,600 128,700 
その他 12,600 33,930 
一般 18,600 27,340 

実施計画に従い逐次管渠布設工事を実施し、公共下水道の普及率向上に努
める。 
下水道築造工事施工済 
 群馬地区      3,478.8ｍ（径 200 ㎜～300 ㎜） 

区分 
（千円） 

19年度当 
初予算額 

19年度決
算見込額 

１９年度事業内容 

合計 192,750  
国 75,000  
県 0  
市債 86,700  
その他 13,500  
一般 17,550  

≪９月３０日現在≫ 
下水道築造工事発注済 
 群馬地区      1,873.8ｍ（径 200 ㎜） 
≪実施予定≫ 
下水道築造工事発注予定 
 群馬地区       611.7ｍ（径 200 ㎜） 

区分 
（千円） 

20年度当 
初予算額 

20年度決
算見込額 

２０年度事業計画 

合計   
国   
県   
市債   
その他   
一般   
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１

８億７，４０３ ８億７，４０３ ８億７，４０３

１,９４１億２,０１６ １,９４９億４，８８４ １,８９０億７，９９５

２６２億２,７６２ ２５８億９６６

９，１８９ ９，７７８ ８，１２１

５億７，２５２

※平成１８年度の一般会計及び特別会計決算額は、高崎市の平成１８年度の収入支出額と、旧榛名
町から引き継いで平成１８年１０月１日の合併日以降から３月３１日までに収入支出した額の合計
額となっております。

１,２００億１，１３４

７４１億８８２

２９５億６，５４５

１６４億３８９

１,２０７億７，５８３ １,１６３億３，７８３

７４１億７,３０１ ７２７億４，２１２

１億８，６５４

５億７，６１０

２９２億２，５６１

１６０億４９

２９７億９,５２１

１６４億１９９

２６４億１，０９２

１億９，０８３ １億７，８６０

５億８，５５５

合 計

歳　　　入 歳　　　出

駐 車 場 事 業

特 別 会 計

国民健康保険事業

介 護 保 険

区 分 予　算　額

簡 易 水 道 事 業 等

資料２

一 般 会 計

決　　　算　　　額

土 地 取 得 事 業

平成１８年度高崎市決算の概要について

平成１８年度　一般会計、各特別会計歳入歳出決算一覧表
（単位　万円）

　平成１８年度の「一般会計」と「各特別会計」の決算は次のとおりとなりました。「一般会
計」の歳入は、１,２０７億７，５８３万円、歳出は１,１６３億３，７８３万円です。各会計別
の決算額は表及びグラフのとおりです。

老 人 保 健

農業集落排水事業
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市　  税
493億5,136万円
(40.9％）

使用料及び手数料　　　45億9,389万円 (3.8％)
県支出金　　　　　　　45億4,667万円 (3.8％)
地方譲与税　　　　　　36億  104万円 (3.0％)
地方消費税交付金　　　32億6,701万円 (2.7％)
繰入金　　　　　　　　31億3,791万円 (2.6％)
分担金及び負担金　　　15億6,053万円 (1.3％)
地方特例交付金　　　　13億5,164万円 (1.1％)
繰越金　　　　　　　　11億  176万円 (0.9％)
自動車取得税交付金　　 7億4,826万円 (0.6％)
その他　　　　　　　　10億5,111万円 (0.8％)

　歳入の「その他」は、財産収入、配当割交付金、
利子割交付金、株式等譲渡所得割交付金、交通安全
対策特別交付金、ゴルフ場利用税交付金、国有提供
施設等所在市町村助成交付金、寄附金です。

    　　　　一般会計歳入・歳出決算額の款別構成状況

 

【歳　入】

歳    入

1,207億7,583万円

諸　収　入
177億6,126万円
(14.7％）

国庫支出金
95億1,248万円
(7.9％)

市　　債
110億4,420万円
(9.1％)

  地方交付税
81億4,671万円
  （6.8％）

17



衛生費　　　   61億2,486万円 (5.3％)

消防費　   　　35億8,652万円 (3.1％)

農林水産業費   24億  424万円 (2.1％)

議会費　　  　　8億6,975万円 (0.7％)

労働費　 　　　 3億7,924万円 (0.3％)

　　 民生費
 270億9,312万円
   　(23.3％)

    総務費
193億6,990万円
    (16.6％)

   土木費
181億1,496万円
   (15.6％)

     教育費
145億3,875万円
    (12.5％)

    商工費
122億3,094万円
   (10.5％)

     公債費
　116億2,555万円
     (10.0％)

　　　　歳　　出

　　1,163億3,783万円

　

◎　歳入決算額　１,２０７億７，５８３万円（Ａ）
　　歳出決算額　１,１６３億３，７８３万円（Ｂ）
　　差 引 額　（Ａ）－（Ｂ）＝ ４４億３，８００万円
　　※差引額のうち、３１億円は財政調整基金へ積み立て、残りは繰越金としました。

【歳　出】
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２

１７年度 １８年度
構成比 伸  率 構成比 伸  率

％ ％ ％ ％
1 地 方 税 ４９２億６４６ ３８．９ ― ５０４億１，５４６ ４０．６ ２．５

2 地 方 譲 与 税 ２６億４５ ２．１ ― ３７億３，０８５ ３．０ ４３．５

3 利子割交付金 ２億２，５５７ ０．２ ― １億５，５１１ ０．１ △３１．２

4 配当割交付金 １億１，００７ ０．１ ― １億７，６７８ ０．１ ６０．６
株 式 譲 渡 割
5 交 付 金 １億３，８７２ ０．１ ― １億１，１２７ ０．１ △１９．８

6 ３１億９，２０１ ２．５ ― ３３億８，１５３ ２．７ ５．９

7 ８，５１８ ０．１ ― ７，８０２ ０．１ △８．４

8 ７億８，２５７ ０．６ ― ７億７，５８５ ０．６ △０．９

9 １，３８６ ０．０ ― １，４５５ ０．０ ５．０

10 地方特例交付金 １６億８，７３７ １．３ ― １３億９，６０５ １．１ △１７．３

11 地 方 交 付 税 ９９億９，０１６ ７．９ ― ９５億６，４４１ ７．７ △４．３
普 通 交 付 税 ７７億８，６９９ ６．２ ― ７３億８，０２８ ５．９ △５．２
特 別 交 付 税 ２２億３１７ １．７ ― ２１億８，４１３ １．８ △０．９

12 １億３８８ ０．１ ― １億８３９ ０．１ ４．３

13 分担金・負担金 １２億３，６０３ １．０ ― １２億２，４５０ １．０ △０．９

14 使用料・手数料 ５４億９，４４１ ４．４ ― ５２億４，４９８ ４．２ △４．５

15 国 庫 支 出 金 １０３億８，７５４ ８．２ ― ９６億６，１１９ ７．８ △７．０

16 県 支 出 金 ４８億７，０６２ ３．９ ― ４７億８，２０８ ３．９ △１．８

17 財 産 収 入 ４億１，５３０ ０．３ ― ３億９，１５７ ０．３ △５．７

18 寄 附 金 ９，８０８ ０．１ ― ８９３ ０．０ △９０．９

19 繰 入 金 ９３億５，３９３ ７．４ ― ５０億１，２０４ ４．０ △４６．４

20 繰 越 金 １９億３，２４１ １．５ ― １２億５，８７０ １．０ △３４．９

21 諸 収 入 １４４億６，３４０ １１．４ ― １５０億３９６ １２．１ ３．７
収益事業収入 ― ― ― ―
貸付金元利収入 １２６億３，７７２ １０．０ ― １３０億５，０９５ １０．５ ３．３

22 地 方 債 １００億４，１００ ７．９ ― １１８億３，７７０ ９．５ １７．９

１，２６４億２，９０２ １００．０ ― １，２４３億３，３９２ １００．０ △１．７

　　　　　年
度区　分

  合併町村を合算した普通会計による決算状況

※普通会計とは、他の地方公共団体（県や市町村）などと比較しやすいように、「一般会計」と「特別会計」を全国共通
の基準で調整し直した会計です。

(単位  万円）歳　　　　入

合           計

交通安全対策
特 別 交 付 金

地 方 消 費 税
交 付 金
ゴルフ場利用
税 交 付 金
自動車取得税
交 付 金
国有提供施設
等助成交付金
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１７年度 １８年度

構成比 伸  率 構成比 伸  率

％ ％ ％ ％

1 人 件 費 ２２５億６，４４５ １８．２ ― ２２０億７，５７８ １８．４ △２．２

うち職員給 １４６億５，１００ １１．８ ― １４５億８，２９７ １２．２ △０．５

2 扶 助 費 １５５億４，６１０ １２．５ ― １６７億６，４９３ １４．０ ７．８

3 公 債 費 １２２億２，７４７ ９．９ ― １２４億１，１６３ １０．４ １．５

4 物 件 費 １５９億１，６８０ １２．８ ― １４３億６，７０６ １２．０ △９．７

5 維 持補 修費 １３億９，５６３ １．１ ― １３億１，０５３ １．１ △６．１

6 補 助 費 等 １３５億５，５７０ １０．９ ― １３５億１，４３６ １１．３ △０．３

7 積 立 金 ２３億７，２４７ １．９ ― ５２億１０６ ４．３ １１９．２

投資・出資金

8 貸 付 金 １２５億２，２６７ １０．１ ― １２９億６，５０７ １０．８ ３．５

うち貸付金 １２４億７，６２１ １０．０ ― １２９億９９ １０．８ ３．４

9 繰 出 金 ７３億１９９ ５．９ ― ６２億４，２８８ ５．２ △１４．５

10 普通建設事業費 ２０７億６，２０４ １６．７ ― １５０億４，２６１ １２．５ △２７．５

補助事業費 ５８億７，５３１ ４．７ ― ４１億３，８００ ３．４ △２９．６

単独事業費 １４８億８，６７３ １２．０ ― １０９億４６１ ９．１ △２６．７

11 災 害復 旧費 ５００ ０．０ ― ０ ０．０ 皆減

１，２４１億７，０３２ １００．０ ― １，１９８億９，５９１ １００．０ △３．４

２２億５，８７０ １．８ ― ４４億３，８０１ ３．７ ９６．５

（注） 平成１７年度及び平成１８年度の普通会計決算額は、高崎市に旧榛名町の決算額を合算した額です。

(単位  万円）

差 引 剰 余 金

合      計

歳　　　　出

　　　　　年
度　　区　分
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３　平成１８年度普通会計による県内他市との比較

※用語の説明

　市債（借金）の償還（返済）の増加に備えるために設置される基金です。

　地方公共団体の財政構造の弾力性を判断するための指標です。　　　　　　　　

　突発的な災害や緊急を要する経費に備えるために設置された基金です。　　　　

25億7,987 52億1,617

14.0

12億2,524

0.995

13.7 11.3

0.572 0.845

14.4

60億2,444

8,588

減 債 基 金

財政調整 基金

財 政 力 指 数

実質公債費比率

公 債 費 比 率 （ ％ ）

減債基金（万円）

127億5,157 35億8,202

13.7 14.0

0.849 0.818

21億1,966 4億878

歳 出 総 額 （ 万 円 ）

実 質 収 支 （ 万 円 ）

公 債 費 比 率

実質収支 比率

実 質 収 支

〃

経常収支 比率

　歳入から歳出を差し引いた額を「形式収支」といいますが、この「形式収支」
から翌年度へ繰越すべき財源を差し引いた決算額のことをいいます。

　標準財政規模に対する実質収支の割合で、おおむね３％～５％程度が望ましい
とされています。

　７０～８０％未満が健全ラインといわれており、比率が高くなるほど財政運営
が硬直化していると考えられます。

区 分

実 質 公 債 費 比 率 （ ％ ）

財 政 力 指 数

積立金現在高 財政調整基金（万円）

実 質 収 支 比 率 （ ％ ）

経 常 収 支 比 率 （ ％ ）

地 方 債 現 在 高 （ 万 円 ）

人 口 （ H19.3.31 ） （ 人 ）

歳 入 総 額 （ 万 円 ）

770億3,4821,156億2,710 1,375億6,171 436億3,956 630億2,960

4.5

92.4 91.9 101.5 92.7 92.8

4.0 7.2

693億3,102

17億8,529

その他（万円）〃

6.5 4.7

41億6,132 29億1,069 10億6,594 26億8,877

1,198億9,591 1,117億9,872 449億1,376 622億4,143

1,243億3,392 1,149億6,044 460億1,101 651億7,256

高崎市 前橋市 桐生市

341,197 319,338 127,871

（普通会計）

17.4 18.5 13.3 14.9

209,702197,722

伊勢崎市 太田市

669億6,079

7億6,978 3億2,011

69億3,377 89億3,440 22億2,194 54億4,789

　公債費が他の経費を圧迫するような場合には、この基金を取崩して公債費に充
てます。

　市債の元利償還が市の財政の中でどの位の割合を占めているかを示す指標で
す。

　地方債制度の改正により、許可制から協議制に変更されたことにより新たに設
けられた数値で、この比率が１８％以上になると許可団体となります。

　普通交付税の算定に用いる基準財政収入額を基準財政需要額で除して得た数値
の３ヵ年平均値で、数値が１に近くあるいは１を超えるほど財政力が強いとされ
ています。

　また、決算剰余金が多いときは積み立て、財源不足時に取り崩すという、年度
間調整的な役割も果たします。
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平成２０年度予算編成方針 
 

 

１ 経済及び国の動向 

 

平成１９年度の我が国の経済は、世界経済の着実な回復が続く中、企業部門では改善の傾向にあ

るものの、家計部門においては依然として低迷が続いている。 

平成２０年度においても、企業部門を中心とした持続的な景気回復が見込まれているが、アメリ

カ経済の減速や原油価格の高騰など不安定要素もあり、先行きは不透明な状況になっている。 

このような中で、政府は「経済財政運営と構造改革に関する基本方針２００７」（骨太方針２００

７）において、「成長力の強化」、「２１世紀型行財政システムの構築」、「持続的で安心できる社会の

実現」の３つを課題とし方向性を示している。 

「２１世紀型行財政システムの構築」の中では「国・地方を通じた基礎的財政収支（プライマリ

ーバランス）の２０１１年度黒字化」、「国内総生産（ＧＤＰ）比の債務残高の２０１０年代半ばま

での安定的な引き下げ」などの中期的な財政健全化の目標を確実に達成するものと明記され、財政

の無駄を無くすとの基本方針の下に、真に必要なニーズに応えるために財源の重点配分を行いつつ、

歳出改革を着実に実施するものとしている。 

 

２ 地方財政 

 

 我が国経済の緩やかな回復基調や税源移譲などから、地方税収等も緩やかな増加が見込まれてい

る。 

しかしながら、三位一体改革に伴う地方交付税制度の見直しによる地方交付税の削減や、地方の

財源不足を補う臨時財政対策債の発行などにより、公債費残高が平成１９年度末の見込みで１９９

兆円と高い水準で推移することが見込まれ、さらに社会保障関係経費の自然増等により依然として

大幅な財源不足が見込まれるなど、地方財政は、引き続き厳しい状況が続くものと考えられる。 

 

 

資料３ 
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【国の地方交付税等の総額の推移】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｈ１５      Ｈ１６       Ｈ１７        Ｈ１８     Ｈ１９ 
 
 

３ 本市の財政運営 

 

 三位一体の改革に伴い、平成１９年度に実施された所得税から個人市民税への税源移譲により個

人市民税は増額となったが、その一方では、国庫補助金や地方交付税等が削減されており、今後に

おいても、一般財源総額は平成１９年度と同額程度で推移するものと見込まれる。 

 さらに、少子高齢化の進行に伴う扶助費の増加や、新市基本計画に基づく新たな財政需要も見込

まれることに加え、財政調整基金や減債基金の減少傾向や財政の弾力性を示す経常収支比率が高い

水準で推移するなど、引き続き厳しい財政運営が予想される。 

また、平成２０年度は第５次総合計画スタートの年であり、厳しい財政状況の中ではあるが、安

定した財政基盤を維持しつつ、現在の社会潮流を見据え、本市の持つ個性や特徴を生かしたまちづ

くりを進め、市民福祉の向上に努めていくことが求められている。 

 

 
１８.１兆円 

 

５.９兆円 

 
１６.９兆円 

 
１６.９兆円 

 
１５.９兆円 

 
１５.２兆円 

４.２兆円 ３.２兆円   ２.９兆円 ２.６兆円 

地
方
交
付
税
総
額 

臨
時
財
政
対
策
債 

181
188

193
198 201 201 201 199

170

175

180

185

190

195

200

205

Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９

地方債残高(単位：兆円)

【地方財政の借入金残高の状況】 

23



４ 予算編成の基本方針 

 

平成２０年度の予算編成は、市民の視点に立って事業の重要性・緊急性や効果を考慮するととも

に、経営改革の理念に基づいた財源の重点的・効率的な配分による行財政運営の効率化を図りなが

ら、第５次総合計画の将来都市像である「交流と創造～輝く高崎」の建設に向け、次の方針に沿っ

て行うものとする。 

 

（１）第５次総合計画の着実な推進 

 第５次総合計画に掲げられた施策や事業を最優先に編成するものとする。 

特に「安心・安全なまちづくり」、「魅力と存在感のある都市づくり」、「市民が中心となり、

民間の力を最大限発揮したまちづくり」に重点的に取り組むこととする。 

 

（２）健全財政の維持 

・事業の徹底した見直しによる重点化と優先化 

第５次総合計画による事業をはじめとし、個々の事業の優先順位を検討し、既存事業につ

いても重要性、投資効果などから再検討をし、事業の廃止・縮小・統合などメリハリのある

事業選択に努めるものとする。 

また、既成の事務手順等にとらわれることなく、新たな手法の導入など事務の簡素化・効

率化等について徹底的に検討するものとする。 

  ・財源の確保 

       税源移譲により一層重要性を増した市税の徴収率の向上に努めるとともに、税外収入につ

いても受益者負担の原則により負担の適正化、公平化を図ることとする。 

また、未利用土地の売却など新たな財源の確保についても積極的に検討を行うこととする。 
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予算編成事務の流れ

上旬

中旬

下旬

上旬

中旬

下旬

上旬      財政課ヒアリング

中旬

下旬

上旬

中旬

下旬     担当部課に内示・調整（12月中旬～下旬）

上旬     市長査定

中旬

下旬

上旬

中旬

下旬

上旬     定例議会（予算審査）

中旬

下旬

3月

11月

12月

1月

2月

9月

10月

実　　施　　事　　項　

当初予算編成説明会（予算編成方針説明など）

時　　期

各課予算要求（予算見積書の提出）

当初予算議会内示、当初予算記者発表

                                      財政課査定（11月上旬～１2月中旬）
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中核市への移行について 

 
１ 中核市の趣旨 

  地方分権推進の観点から、「人口規模などが比較的大きな都市については、事
務権限を強化し、より住民に身近な行政を実現する」ため、平成７年に新設さ
れた都市制度で、平成 19年 4月 1日現在で 35都市が中核市の指定を受けてい
る。 
 
２ 中核市の要件 
人口 30万人以上。 
高崎市は、平成 18年の 2度の合併により、人口 339,932人（平成 17年国勢

調査）となり、中核市の要件を満たした。 
 
３ 中核市移行に伴う移譲事務 
 法令で中核市が取り扱うことと定められた事務が、法定移譲事務として県か
ら一括して移譲される。 
また、法定移譲事務と密接に関連する県独自の事務も任意移譲事務として移

譲される場合があり、移譲事務全体の件数は約 2,000件と想定される。 
 中核市の大きな特徴に保健所の設置があり、保健衛生行政に関する移譲事務
が全体の約半数を占めている。 
 
４ 中核市移行に伴うメリット 
 保健、福祉、環境など市民生活に密着した分野の事務権限が大幅に移譲され
るため、次のような項目でメリットが見込まれる。 
（１）きめ細かなサービス 
  例：社会福祉審議会の設置ができるようになるため、地域に配慮した福祉

のあり方が審議される。 
（２）迅速で効率的なサービス 
  例：身体障害者手帳交付までの処理期間の短縮、産業廃棄物の不法投棄 

などへの迅速な対応が可能となる。 
（３）特色あるまちづくり 
  例：屋外広告物の規制など個性豊かなまちづくりを推進することができる。 
 
５ 中核市への移行時期  
中核市への移行時期は、移譲事務についての県との協議期間、国への手続き、

保健所機能を有する施設の整備期間等を考慮し、平成 23年 4月 1日とした。 
 
６ 中核市移行に向けた今後の課題 
 保健所設置を見据え、医師、獣医師などの専門職の確保や、職員の実務研修
など。 

資料４ 
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高崎都市計画区域、群馬都市計画区域及び新町都市計画区域の

都市計画区域統合について 
 
 
 
１．目 的 

平成１８年１０月１日までに６つの市町村が合併し、新「高崎市」が誕生した
ことに伴い、１つの行政区域に５つの都市計画区域と１つの都市計画区域外が存
在することとなりました。このうちまず３つの線引き都市計画区域（高崎都市計
画区域、群馬都市計画区域及び新町都市計画区域）について１つの都市計画区域
（新・高崎都市計画区域）に統合し、一体の都市として総合的に整備、開発及び
保全し、均衡ある発展を図ることを目的としています。 

 
 ※ 別紙図面「新高崎市における都市計画区域」のとおりです。 
 
２．内 容 

３つの都市計画区域を「新・高崎都市計画区域」に統合することになります。 
それに伴い、群馬県で策定する群馬県都市計画マスタープラン、区域区分、都

市計画用途地域、都市計画道路、都市計画公園、土地区画整理事業及び地区計画
の各変更を行います。 
しかし、今回の統合に当たっては、合併協定による土地利用の取り扱い方針を

遵守し、特に内容の変更を行うものではなく、軽易な変更として名称（番号）や
冠する都市計画区域名の変更等を行うだけで、各都市計画の内容や種類、面積、
区域、位置などの根幹的な変更は行いません。 

 
３．効 果 

３つの線引き都市計画区域を「新・高崎都市計画区域」に統合することにより、
新「高崎市」としての市民の一体感の醸成を図るとともに、一体の都市として総
合的に整備、開発及び保全することで、均衡ある土地利用と効率的かつ効果的な
都市計画の展開を図るものです。 

 
４．今後の予定 

別紙「新・高崎都市計画区域統合スケジュール」のとおりです。 

資料５ 
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新・高崎都市計画区域統合スケジュール 

 

平成１９年１１月     地域審議会 

        ６日    群馬地域審議会 

        ９日    新町地域審議会 

 

１２月中旬   高崎市都市計画審議会（予定） 

 

     １２月下旬   群馬県都市計画審議会（予定） 

 

平成２０年１月～２月    市、県、国 告示（予定） 

 

29



 

 
 

 

ぐるりんバス路線運行見直し等について 

 
１ 運行開始時の位置付け 

  交通弱者の交通手段の確保、公共施設の利用促進、商店街の活性化等を目的としてお
り、路線設定にあたっては、交通弱者の救済という観点から、現在既存路線バスが運行
していない地域を中心として運行するとともに公共施設を循環するよう検討し、停留所
についても５００ｍに１ヶ所を目安としました。 
   
２ ぐるりん運行のこれまでの経過と現状 

 平成 9年 6月運行開始以来 10年が経過しましたが、これまで数度にわたる増路線・
増便等を重ねてきました。（Ｐ．３４参照） 
 

３  現状の問題点 

（１）運行経路の複雑化 

   循環線としてシンプルな周回ルートの設定を第一としているが、道路復員等の交
通条件や地域要望等により迂回が発生し、結果的にジグザグな経路になっています。 

 
（２）運行時間の長時間化 
   路線の拡大により運行時間の長時間化が顕著です。旧高崎市の７路線の最長は大

八木線（群馬西循環）で２時間２０分、合併地域では箕郷線の２時間３０分で、平
均で１時間３１分です。（Ｐ．３４参照） 

 
（３）運行に係る経費の増大 
   運行初年度は４９，０００千円、その後増加の一途をたどり、平成１８年度実績

は２６８，８９７千円で運行初年度の５倍以上になっています。 
（Ｐ．３４参照） 

 
（４）運行形態が全て放射型 
   全１１路線２１系統が JR高崎駅東・西口を起終点とし放射線状に各地域に伸び

る路線になっています。放射線の間の交通空白地域への対応や、特に合併地域路線
において放射線設定による長距離・長時間化が課題となっています。 

 
（５）民間バス路線との競合 
 ア 民間路線の廃止・未運行地域への対応 

高崎市など地方自治体が運営する公共交通バスは、市町村乗合バス路線として運
行許可を得て営業することから、国（関東運輸局）の指導等があり、基本的には民
間バス営業路線が廃止された地域、または未運行地域を対象として運営されること
が原則となっています。 

資料６ 
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イ 民間バス事業者への補助支援制度との関連性 
モータリゼーションの普及化等により、現在、公共輸送機関の利用率が大幅に減

少し、民間バス事業者の多くは営業収益だけでは運営できず、国・県・市町村の支
援を受けている状況で、自治体が民間バス事業者へ運営補助金を支援する一方、そ
れと競合する形で、低料金の市営バスを運営し、結果として民間経営を悪化させる
ことは、制度上相矛盾することとなりますので、極力回避することが求められてい
ます。 

 
（６）合併した地域単位の路線形態 
   合併地域路線は合併の際住民の交流を目的として運行した無料交流バス の運

行形態を基本としているため、中心市街地と各地域を結ぶ単独放射線化により、長
距離化、民間バスとの路線競合を生んでいます。 

 
４ 見直しの必要性 

（１）合併による市域の拡大 
昨年の２度の合併により人口３４万５０００人、市域面積４０１ｋ㎡の県下最

大の都市となり、公共交通機関としての市内循環バスぐるりんへ大きな市民ニー
ズが寄せられています。 

 
（２）民間バス路線の系統廃止と便数の減 

平成元年度に比べ系統数、便数ともに半分以下に減少しています。 
（Ｐ．３５、３６参照） 

 
（３）公共施設、大型店、福祉施設等の増加 
  総合福祉センター、イオン高崎ショッピングセンター、ヤマダ電機、コジマ、ウニ

クス等 
 
（４）高齢化の進展による交通弱者の救済 

人口全体における６５歳以上の人の占める割合は２０％以上になっています。
（Ｐ．３７参照） 

 
５ 見直しに当たっての基本的な考え方 

（１）交通機関としてのぐるりんの位置付け 
  運行開始以来の目的である交通弱者の交通手段の確保、公共施設の利用促進、商店
街の活性化等を継続するとともに都市型交通機関としての役割強化、民間営業路線バ
スとの協調利活用を新たな運行目的に加え、機能充実を図ります。 

   
（２）運行経路の考え方 

ア 民間バスとの連携 
  行政は、全ての市民ニーズに応えられるほど万能ではありません。 
ぐるりんバスを民間営業路線との競合を避け、地域住民の要望に可能な限り応え、
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巨額化する財政負担課題等に対処するためには、現在、各地域から市内中心街へ向
けての直線的な運行を見直し、各地域内及び地域間を循環的に運行する機能のみと
し、既存の民間バス路線や旧高崎市内を運行するぐるりん循環バスと接続を図り、
民間バス路線または旧市内ぐるりん循環バスにて市街地へ移動するなどの方式を
研究する必要があります。 

 
イ 地域内及び地域間運行方式（以下ループ型運行方式という）の検討について 

   今後、地域住民との協議を踏まえ、 
 ① 倉渕―榛名間循環線 

  ② 榛名―箕郷間循環線 
  ③ 箕郷―群馬間循環線 

など、地域内と地域間を相互に運行するぐるりん路線を検討します。 
 

ウ 旧市内ぐるりんバスと地域内ぐるりんバスとの乗継ぎ化（ループ型経路への変
更と連絡） 

   地域内ぐるりんバスの市内中心地区への直接乗入れ方式を見直す代わりに、旧市
内循環線と、地域内ぐるりんバスの接続を図り、ぐるりんバスでの乗り継ぎが可能
となるような運行形態を検討します。 

 

エ  運行車両の小型化（マイクロバス化等） 
合併地域については、道路幅員の狭隘化や道路起伏形状の複雑性など、大型バス

車両の運行に支障を来たす恐れの多い箇所が存在するため、旧市内循環路線と同様、
状況により運行車両のマイクロ化等を検討します。 

 
オ 福祉タクシー等の行政サービスとのすみ分け 

   在来路線や新設路線、迂回路線が結果として、当該機能を有するものとなるもの
であれば問題はないが、ニーズがあるからというだけで、ぐるりんバスにこれらの
行政サービス機能を持たせることは、運行経費負担や大型車両の購入経費の増大化、
行政運営の効率化など、高崎市にとっても重要な政策判断を必要とするものと考え
ています。 
例えば、利用の極端に低い地域について、巨額な投資を必要とするぐるりんバス
制度の導入により全てのニーズ（スクールバス、デマンド方式等）を解決するこ
とが良いのか、あるいは、個々住民のニーズに応じた福祉タクシー等の活用によ
り、当該利用者に対する個別支援制度を充実した方が良いのかといった自治体運
営の基本的問題について、検討を行う必要があるものと考えます。 
 
カ  既存バス停の見直し 
 市民に対する極端な影響や混乱化等を避けるため、原則として、既存バス停留
所をベースとして、路線の組み換え、新たな路線の追加などにより、ぐるりんの
再活性化を図る予定です。 
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キ  中央循環線（仮称）の新設 
行政機関、商店街、百貨店、金融機関、大規模病院などが存し、市中心部を形成

している高崎駅西口地域の中心市街地活性化は基より、近年、シアターモールや美
術館、大型量販店の出店など、商業・文化施設などの集積が著しい高崎駅東口周辺
地域も新たに加えるなかで、 
① 全市民の中心市街地における利便性の確保 
② 群馬県の表玄関都市としての観光客の周遊ルート  
③ 市街地の排ガス環境対策  
④ 放射軸上に伸びるバス路線の相互の連絡性を確保し、民間バス路線の活性化を
もめざす。 
など視点から、この地域の一層の集客性・回遊性を高めるとともに、中心市街地

における都市交通基盤の充実化のため、中央循環線構想の検討を進めます。 
 

ク  外回り大循環線（仮称）の研究 
合併した新高崎地域間相互の人的交流や物的交流の促進化、隣接他都市との移

動手段の確保、経済・観光振興等の観点から、各地域を運行するバス路線を横断的
に接続する大循環線の整備化を、本市の基本的政策課題として研究します。 

 
ケ 旧市内の一路線あたりの運行時間の短縮及び増設による利便性の向上 
旧市内のぐるりん路線については、既設停留所を増減することなく、２路線な

いし３路線増設し、利便性の向上と、運行時間の短縮化をめざします。 
 

コ  運行に係る限界性についての市民理解 
ぐるりんは万能ではありません。また、自治体が運行するバス路線は、自治体

経営の赤字化などにより、廃止される可能性もあります。 
各地域にとっても、複数の公共輸送機関を有することの方が、交通手段の確保、

担保という観点から有利なことも含めて市民理解へつなげていきます。 
 
（３）運行経費の抑制・削減 

ア  運行費用の削減・抑制 
車両の小型化や系統見直しにより運行費用の削減・抑制を検討します。 

   
イ  利用率向上と県補助対象路線の増加 
平成１７年度運行実績に基づく平成１８年度県補助対象路線は７路線中５路線

です。平成１８年１０月から運行開始した合併地域の路線も収支率の状況から県補
助の対象となりません。路線見直しにより利用率向上を目指します。 

  
  ウ  定期的見直しによる利用率の向上 

乗降調査等により定期的見直しを検討します。 
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3
2
3

3
2
9

3
2
4

3
0
4

2
9
9

3
0
5

2
9
8

3
4
4

3
3
6

3
4
6

3
3
7

3
5
4

3
5
0

3
3
8

3
3
6

※
運

行
本

数
は

各
年

度
４

月
１

日
現

在

Ｈ
９

Ｈ
１

４
Ｈ

１
０

Ｈ
１

１
Ｈ

１
２

Ｈ
１

３
系

統
名

備
考

Ｓ
６

０
Ｓ

６
１

Ｓ
６

２
Ｓ

６
３

Ｈ
元

Ｈ
２

Ｈ
５

運
行

回
数

Ｈ
１

６
Ｈ

１
５

Ｈ
３

Ｈ
４

Ｈ
１

７
Ｈ

６
Ｈ

７
Ｈ

８
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高齢化率の動向

平成18年
11月1日現在

平成19年
10月1日現在

平成20年度
見込

平成21年度
見込

平成22年度
見込

341,351 342,051 347,809 347,371 346,238

68,752 71,050 71,940 73,792 75,721

20.14 20.77 20.68 21.24 21.86

　　（平成18～20年度）による推計であり、高崎市分は外国人登録を含みます。

※　平成20～22年度は高崎市及び旧榛名町の各高齢者保健福祉総合計画

全体
（人）

６５歳以上
（人）

高齢化率
（％）

※　平成18・19年度実績は住民基本台帳人口（日本人のみ）の数値です。

37



 
 

 

第
 
２
 
回
 
高
 
崎
 
市
 
群
 
馬
 
地
 
域
 
審
 
議
 
会
 
懇
 
談
 
会
 
質
 
疑
 
一
 
覧
 

 

 
新
市
建
設
計
画
実
施
計
画
に
係
る
質
疑
（
ソ
フ
ト
事
業
）
 

事
 
業
 
名
 

No
. 

質
 
 
 
疑
 

回
 
 
 
答
 

放
課
後
児
童
 

健
全
育
成
事
業
 

１
 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
施
設
は
ど
こ
に
作
る
の
か
。
今
、
子
ど
も
の
安
全
に
つ
い

て
い
わ
れ
て
い
る
が
、
各
学
校
に
児
童
保
育
の
施
設
が
あ
る
と
思
う
。
他
に
、
何
か

子
ど
も
の
安
全
に
つ
い
て
注
意
を
し
て
い
る
と
い
う
の
は
な
い
か
。
あ
っ
た
ら
教
え

て
ほ
し
い
。

 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
施
設
の
場
所
に
つ
い
て
は
、
校
庭
の
北
側
で
校
舎
の
近
い

と
こ
ろ
を
予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
子
ど
も
の
安
全
に
つ
い
て
は
、
学
童
ク
ラ
ブ
に

対
し
、
不
審
者
情
報
も
流
し
て
い
る
。
子
ど
も
の
安
全
に
つ
い
て
配
慮
す
る
よ
う
に

お
願
い
し
て
い
る
。

 
  
新
市
建
設
計
画
実
施
計
画
に
係
る
質
疑
（
ハ
ー
ド
事
業
）
 

事
 
業
 
名
 

No
. 

質
 
 
 
疑
 

回
 
 
 
答
 

北
部
公
園
建
設

 
事
業

 
１

 
野
球
場
を
建
設
す
る
か
ら
北
部
公
園
の
計
画
を
延
期
す
る
と
い
う
話
だ
が
、
野
球

場
の
必
要
性
は
私
自
身
も
感
じ
る
が
、
計
画
は
北
部
公
園
も
野
球
場
も
一
緒
に
進
め

て
来
て
い
た
。

 
お
金
の
出
所
は
、
北
部
公
園
に
つ
い
て
は
防
衛
関
係
の
補
助
金
を
使
っ
て
作
る
と

言
う
話
を
伺
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
結
果
的
に
は
お
金
が
野
球
場
の
方
へ
掛
か
る
の
で

北
部
公
園
は
後
回
し
に
す
る
と
い
う
こ
と
か
。

 

野
球
場
に
お
金
が
掛
か
る
か
ら
公
園
を
先
送
り
す
る
と
言
う
わ
け
で
は
な
い
。
野

球
場
と
、
今
回
計
画
さ
れ
て
い
る
公
園
が
距
離
に
し
て
約
３
０
０
メ
ー
ト
ル
か
ら
４

０
０
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
近
さ
だ
と
言
う
こ
と
。
一
緒
に
計
画
し
て
、
一
緒
に
工
事

を
す
る
こ
と
も
宜
し
い
か
と
思
う
が
、
果
た
し
て
大
き
な
施
設
の
工
事
を
近
く
で
同

時
に
進
め
て
い
く
こ
と
を
、
他
の
地
域
の
人
達
が
見
た
時
に
、
ど
ん
な
見
方
を
す
る

か
と
言
う
の
も
一
つ
の
問
題
。
ま
た
、
一
つ
の
特
定
し
た
地
域
に
公
共
施
設
が
偏
っ

て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。こ
の
よ
う
な
こ
と
で
、出
来
れ
ば
建
設
す
る
時
期
、

或
い
は
規
模
に
つ
い
て
再
度
検
討
し
た
い
。
計
画
が
無
く
な
る
わ
け
で
は
な
く
先
に

送
り
た
い
と
言
う
こ
と
。

 
 

 
 

地
元
と
す
る
と
、
北
部
公
園
は
待
ち
に
待
っ
た
こ
と
。
以
前
は
１
９
年
度
に
地
権

者
と
話
し
合
い
を
し
て
、
２
０
年
度
か
ら
取
り
か
か
れ
る
よ
う
に
し
た
い
と
い
う
話

だ
っ
た
の
で
、
地
元
の
何
人
か
の
地
権
者
に
、
１
９
年
度
中
に
支
所
か
ら
何
か
相
談

が
あ
る
ん
だ
ろ
う
と
話
し
て
き
た
が
、
そ
れ
は
実
現
し
な
い
と
い
う
こ
と
か
。
２
４

年
度
ま
で
先
延
ば
し
と
い
う
こ
と
は
、
５
年
間
は
全
く
取
り
掛
か
れ
な
い
と
い
う
こ

と
か
。
 

過
去
の
審
議
会
で
何
度
と
な
く
質
問
を
い
た
だ
き
、
平
成
１
９
年
度
か
ら
と
話
し

て
き
た
の
で
、
申
し
訳
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
質
問
を
受
け
た
時
は
野
球
場
の
位
置

は
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
。
特
に
第
一
候
補
と
し
て
は
足
門
の
運
動
場
周
辺
だ
っ
た

と
思
う
。
し
か
し
足
門
地
域
は
、
農
業
振
興
地
域
な
ど
の
問
題
等
が
あ
り
安
良
田
の

地
域
に
決
定
し
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
大
型
公
共
施
設
が
近
接
し
計
画
さ
れ
た

た
め
、
も
う
一
度
、
規
模
・
建
設
年
度
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
出
て
き
た
た
め

２
４
年
度
ま
で
先
送
り
し
た
い
。
従
っ
て
２
４
年
度
ま
で
工
事
等
に
着
手
す
る
こ
と

は
出
来
な
い
と
思
う
。

 

資
料
７
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場
所
が
偏
っ
て
し
ま
う
と
言
う
話
も
出
た
が
、
そ
れ
は
地
元
も
納
得
し
が
た
い
。

特
に
金
古
の
北
部
は
合
併
し
て
も
最
北
部
な
る
。
一
番
過
疎
と
い
わ
れ
る
地
域
。
出

来
れ
ば
予
定
通
り
に
進
め
て
頂
き
た
い
。
 

北
部
公
園
に
つ
い
て
は
当
初
か
ら
新
市
建
設
計
画
で
前
期
か
ら
後
期
、
２
３
、
２

４
、
２
５
年
ぐ
ら
い
と
時
期
的
な
も
の
は
決
ま
っ
て
い
た
。
野
球
場
は
前
期
完
成
。

２
３
年
度
以
前
に
は
完
成
す
る
と
言
う
こ
と
だ
か
ら
、
野
球
場
と
北
部
公
園
を
同
時

に
仕
上
げ
る
こ
と
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。

 
多
目
的
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
と
野
球
場
、
北
部
公
園
は
か
な
り
多
額
の

投
資
が
係
る
。
こ
れ
ら
が
集
中
的
に
同
じ
年
度
で
始
ま
る
と
高
崎
市
全
体
、
群
馬
地

域
か
ら
見
て
も
非
常
に
大
き
く
の
し
か
か
っ
て
く
る
こ
と
な
の
で
、
地
域
住
民
の
見

る
目
等
、
考
慮
し
て
多
少
遅
ら
せ
た
。
ま
た
当
初
か
ら
北
部
公
園
の
位
置
は
動
い
て

い
な
い
。

 
野
球
場
は
足
門
か
ら
金
古
に
来
た
が
、
北
部
に
移
っ
て
公
園
の
近
く
に
な
っ
た
か

ら
北
部
公
園
の
工
事
の
開
始
、
完
成
を
遅
ら
せ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

 
北
部
公
園
に
つ
い
て
は
地
域
住
民
の
意
見
を
聞
い
て
、
ど
の
よ
う
な
公
園
が
一
番

理
想
な
の
か
、
ま
た
本
当
に
使
わ
れ
る
公
園
は
ど
ん
な
公
園
な
の
か
じ
っ
く
り
考
え

て
、
面
積
等
も
十
分
時
間
を
掛
け
て
話
し
合
っ
て
、
金
古
の
北
部
だ
け
で
な
く
群
馬

地
域
全
体
、
高
崎
市
民
全
体
の
人
が
使
え
る
よ
う
な
事
業
計
画
で
進
め
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
の
で
、
少
し
遅
れ
る
こ
と
を
ご
了
解
い
た
だ
き
た
い
。

 
群
馬
地
域
野
球
場

整
備
事
業
 

２
 

野
球
場
に
つ
い
て
、
サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
的
な
も
の
も
作
る
と
い
う
話
は
、
こ
の
野

球
場
建
設
の
中
に
入
っ
て
い
る
の
か
。

 
新
設
野
球
場
の
規
模
や
構
造
に
つ
い
て
は
、
建
設
検
討
委
員
会
に
お
い
て
詳
細
な

形
を
決
め
て
い
く
。
今
ま
で
の
検
討
の
中
で
は
サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
用
意
す
る
か
た

ち
で
進
め
て
い
る
。

 
 

３
 

サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
中
規
模
の
代
わ
り
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
３
分
の
１
に
な
っ

た
け
れ
ど
、
そ
こ
で
毎
週
何
人
も
運
動
し
て
い
る
。

1
週
間
で
約
１
０
０
名
は
運
動

し
て
い
る
。
話
の
方
向
が
違
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
医
療
に
関
し
て
、
老
人
の
健
康

に
対
し
て
金
を
掛
け
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
時
代
。
最
近
、
旦
那
が
亡
く
な
っ
て
か

ら
歩
き
だ
し
た
方
が
、
こ
の
と
こ
ろ
歩
き
が
良
く
な
っ
た
と
。
歩
き
が
良
く
な
っ
た

と
い
う
こ
と
は
健
康
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
。
２
２
年
度
完
成
の
野
球
場
。
取
り
急

ぎ
処
置
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

 
最
近
高
崎
市
の
施
設
を
借
り
る
と
お
金
が
か
か
る
。
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
、
約
１

０
０
名
な
の
で
半
面
借
り
た
が
、
も
う
半
分
も
使
っ
て
い
る
人
が
い
る
と
長
々
と
説

教
さ
れ
た
。
市
で
や
っ
て
い
る
の
は
金
取
り
主
義
か
と
質
問
し
た
い
。
非
常
に
不
愉

快
な
思
い
を
し
て
い
る
。
な
お
、
中
規
模
運
動
場
と
し
て
野
球
場
の
サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
貸
し
出
す
な
ら
、
今
中
規
模
は
タ
ダ
で
使
っ
て
い
る
状
態
な
の
で
、
総
合
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
よ
う
に
高
額
に
な
ら
な
い
よ
う
に
。

 

新
設
野
球
場
に
併
設
を
予
定
し
て
い
る
サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
今
後
管

理
、
運
営
に
つ
い
て
も
今
ま
で
の
中
規
模
運
動
広
場
の
形
態
と
違
う
の
で
細
部
に
わ

た
っ
て
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
だ
と
思
っ
て
い
る
。

 
現
在
の
高
崎
市
の
体
育
施
設
で
は
、
指
定
管
理
者
が
使
用
料
等
の
収
入
を
得
て
事

業
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
の
辺
の
調
整
も
必
要
と
な
っ
て
く
る
と
思
う
の
で
詳
細
に

つ
い
て
は
も
う
少
し
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。
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体
育
館
を
造
っ
た
時
に
、
身
体
障
害
者
の
方
は
無
料
と
し
て
い
る
と
思
う
が
、
健

常
者
が
、
動
け
る
人
達
が
利
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
う
し
て
も
払
え
な
い
人
も

居
る
と
思
う
が
、
当
時
の
町
長
や
体
育
協
会
と
で
色
々
検
討
し
た
中
で
、
体
育
館
を

使
用
し
て
い
く
た
め
に
は
ど
う
し
て
も
無
料
は
極
力
避
け
よ
う
と
言
う
こ
と
で
、
義

務
教
育
以
外
の
方
は
有
料
と
し
た
。
全
額
無
料
と
い
う
考
え
も
あ
る
と
思
う
が
、
施

設
を
使
え
な
い
人
達
の
た
め
に
も
応
分
の
負
担
を
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
当

時
そ
う
し
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
市
で
説
明
願
い
た
い
。

 
   

 

 
４
 

中
規
模
運
動
場
の
問
題
に
つ
い
て
ご
説
明
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
が
。
 

現
在
、
金
古
の
中
規
模
運
動
広
場
が
途
中
で
一
部
返
還
し
、
小
さ
い
状
況
に
な
っ
て

い
る
。
今
現
在
４
箇
所
あ
る
が
、
こ
の

4
箇
所
に
つ
い
て
当
面
維
持
し
て
い
く
の
か

ど
う
か
と
い
う
話
も
あ
る
。

 
今
年
の

5月
に
第
５
次
総
合
計
画
に
関
す
る
答
申
書
に
お
い
も
建
設
場
所
を
金
古

地
区
と
す
る
前
提
で
中
規
模
運
動
場
の
併
設
要
望
が
出
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
か
ら
の

中
規
模
運
動
場
に
つ
い
て
は
、
群
馬
地
域
の
方
式
を
踏
襲
し
て
い
く
と
な
る
と
新
た

な
適
地
を
探
し
て
賃
貸
契
約
を
結
ぶ
こ
と
に
な
る
が
、
当
時
の
提
案
だ
と
従
来
の
賃

貸
形
式
か
ら
市
が
土
地
を
買
い
上
げ
て
整
備
す
る
と
い
う
話
だ
っ
た
。
そ
う
し
た
場

合
、
高
崎
市
全
体
の
施
設
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
と
、
現
在
の
や
り
方
が
整
合
し
て

い
る
か
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
検
討
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
る
。
土
地
を
購
入

し
て
中
規
模
を
整
備
す
る
こ
と
が
合
理
的
だ
と
い
う
判
断
に
な
れ
ば
先
程
の
健
康

増
進
と
い
う
意
味
か
ら
も
事
業
は
進
め
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

 
現
在
の
問
題
点
と
す
る
と
、
土
地
の
賃
貸
借
に
伴
う
将
来
的
な
不
安
、
複
数
の
地

権
者
が
存
在
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
利
害
関
係
が
異
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。
そ
れ
か
ら
賃
貸
に
よ
る
と
新
た
な
広
場
の
設
置
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
今
の
規

模
で
い
く
と
５
千
平
米
か
ら
８
千
平
米
ほ
ど
の
土
地
が
必
要
と
な
り
、
新
た
な
契
約

が
非
常
に
困
難
に
な
る
か
と
想
定
さ
れ
る
。
将
来
的
に
そ
の
土
地
が
担
保
で
き
れ
ば

今
の
制
度
を
使
え
ば
い
い
が
、
当
初
契
約
し
た
平
成
元
年
当
時
と
は
社
会
情
勢
等
が

変
わ
っ
て
い
る
の
で
、
今
後
土
地
の
返
還
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の

で
、
そ
の
辺
も
考
慮
し
た
形
で
の
中
規
模
運
動
場
の
整
備
を
考
え
て
い
る
。
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５

 
月
曜
日
に
近
く
の
中
規
模
運
動
場
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
お
年
寄
り
が
８
人
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
を
や
っ
て
い
た
。
ま
た
駐
車
場
に
は
車
が
１
台
置
い
て
あ
り
、
大
体
近

く
の
方
は
歩
い
て
来
る
の
か
な
と
思
う
。

 
相
当
年
配
の
方
が
運
動
を
や
っ
て
い
る
、
そ
う
な
る
と
中
規
模
運
動
場
は
今
ま
で

ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
し
て
考
え
て
い
た
が
、
高
齢
者
の
健
康
維
持
増
進
の
た
め
の
施
設

と
考
え
た
方
が
い
い
の
か
と
。
現
在
、
医
療
費
に
つ
い
て
は
莫
大
な
額
が
か
か
っ
て

お
り
、
そ
れ
を
考
え
る
と
、
こ
こ
で
発
想
を
変
え
る
の
も
必
要
か
と
思
っ
た
。
と
り

あ
え
ず
１
０
年
間
、
現
在
の
施
設
は
維
持
し
て
い
た
だ
け
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ

の
間
に
こ
の
よ
う
な
考
え
も
一
つ
考
慮
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

 
 

現
在
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
広
場
と
い
う
の
が
あ
る
。
当
然
旧
市
の
方
に
も
高
齢
者
ス

ポ
ー
ツ
広
場
の
整
備
要
綱
は
あ
る
。
と
り
あ
え
ず
中
規
模
に
つ
い
て
は
１
０
年
間
は

こ
れ
ま
で
ど
お
り
と
言
う
話
な
の
で
、
そ
の
中
で
、
ま
た
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の

面
積
の
関
係
も
検
討
し
て
い
け
た
ら
と
考
え
て
い
る
。

 

 
６
 

検
討
す
る
中
で
、
小
さ
く
さ
れ
る
と
困
る
と
い
う
こ
と
を
頭
の
中
に
入
れ
て
お
い

て
も
ら
い
た
い
。

 
 

（
要
望
）
 

 
７

 
公
園
と
野
球
場
を
合
体
さ
せ
る
よ
う
な
形
で
、
駐
車
場
等
も
加
え
て
、
そ
ん
な
構

想
を
考
え
る
の
で
遅
れ
る
の
か
と
思
っ
た
の
で
、
な
か
な
か
良
い
考
え
だ
と
思
っ

た
。
せ
っ
か
く
な
の
で
そ
の
よ
う
な
構
想
を
考
え
て
い
た
だ
い
て
、
審
議
会
と
し
て

ま
た
意
見
を
出
し
て
方
向
付
け
で
き
れ
ば
と
思
う
。
委
員
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
伺
い

た
い
。

 
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
、
た
と
え
ば
堤
下
公
園
で
は
芝
生
が
あ
る
が
、
そ
の
上
で

や
る
の
は
い
か
が
か
。

 
 

市
の
考
え
方
、
委
員
さ
ん
の
考
え
方
を
総
合
し
て
、
私
的
な
考
え
方
も
含
め
て
話

を
す
る
と
、
基
本
的
に
は
北
部
公
園
は
こ
の
場
所
で
と
い
う
強
い
要
望
が
あ
っ
た
の

で
動
か
さ
な
い
が
、
地
域
の
施
設
な
の
で
、
地
域
の
方
が
こ
れ
で
い
い
と
い
う
こ
と

で
あ
れ
ば
群
馬
地
域
の
総
意
と
し
て
な
る
べ
く
早
く
そ
の
合
意
を
作
る
こ
と
が
大

切
か
と
思
う
。
私
も
非
常
に
い
い
考
え
か
と
思
う
。

 
 

 
 

県
の
大
会
に
行
く
と
芝
生
の
大
会
。
群
馬
町
は
そ
の
よ
う
な
場
所
が
無
く
て
砂
の

上
で
や
っ
て
い
る
か
ら
非
常
に
勝
手
が
違
う
の
で
う
ま
く
い
か
な
い
。
出
来
れ
ば
そ

う
い
う
場
所
を
も
っ
と
作
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
思
う
。

 
公
園
に
つ
い
て
私
も
そ
の
よ
う
な
考
え
方
で
遅
ら
せ
る
と
思
っ
て
い
た
の
で
大

賛
成
。
ぜ
ひ
別
々
で
な
く
総
合
的
に
考
え
て
欲
し
い
。

 
 

 

 
 

北
部
公
園
に
つ
い
て
は
、
最
終
的
に
場
所
は
改
め
て
選
定
し
直
す
の
だ
ろ
う
と
感
じ

た
。
は
っ
き
り
し
て
も
ら
っ
た
方
が
い
い
。
こ
の
際
場
所
も
含
め
て
検
討
し
て
も
ら

い
た
い
。
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８

 
こ
の
件
は
、
物
理
的
に
、
予
算
的
に
ど
う
な
の
か
資
料
を
作
っ
て
も
ら
い
、
資
料
に

基
づ
い
て
委
員
の
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。
賛
成
で
あ
れ
ば
、
検
討
す
る
場
を
設

け
て
い
き
た
い
。

 

今
後
、
勉
強
会
を
開
い
て
議
論
す
る
こ
と
で
い
い
か
。

 
（
合
意
）

 

 
９

 
野
球
場
は
、
安
良
田
に
決
定
と
い
う
話
は
あ
っ
た
が
、
市
の
決
定
の
中
で
こ
れ
だ

け
は
動
か
さ
な
い
で
と
い
う
も
の
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
聞
い
て
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
動
か
せ
な
い
も
の
は
、
動
か
せ
な
い
が
そ
の
後
は
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
た

い
。

 

新
設
の
野
球
場
に
関
し
て
は
、
三
役
会
議
を
終
え
た
段
階
で
場
所
等
を
決
定
し
、

建
設
し
よ
う
と
い
う
段
階
で
あ
る
。
そ
れ
に
基
づ
い
て
進
め
て
い
く
わ
け
だ
が
、
も

し
、
皆
様
か
ら
見
直
し
す
べ
き
だ
と
い
う
意
見
が
あ
れ
ば
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

 
 

 
１
０

 
市
の
幹
部
の
方
の
歯
切
れ
が
悪
い
の
は
も
っ
と
も
で
あ
る
。
合
併
し
た
町
村
が
多

い
こ
と
だ
し
、
た
く
さ
ん
大
き
な
事
業
が
出
て
き
て
い
る
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。
限

ら
れ
た
予
算
の
中
で
、
事
業
を
選
択
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
群
馬
地
域
の

中
で
重
要
な
事
業
は
、
堤
ヶ
岡
第
二
小
学
校
の
関
係
で
あ
り
、
次
が
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
あ
り
、
次
が
野
球
場
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
事
業
は
、
方
針
通
り
や
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。
野
球
場
と
並
行
し
て
北
部
公
園
の
見
直
し
と
い
う
の
は
、
野
球
場
あ
り

き
で
そ
の
他
の
施
設
を
一
体
利
用
で
き
る
か
を
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
私
的
に
は
、
高
崎
市
の
財
政
事
情
が
厳
し
い
の
を
感
じ
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て

群
馬
地
域
の
事
業
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

 
 

 
一
つ
の
提
案
と
し
て
、
野
球
場
と
公
園
を
一
緒
に
し
た
ほ
う
が
い
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
意
見
が
あ
る
。
野
球
場
を
群
馬
地
域
の
中
で
作
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望

が
強
か
っ
た
。
公
園
を
含
め
た
全
体
的
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
本
庁
と
も
調
整
が

必
要
で
あ
る
。
今
、
提
案
が
あ
っ
た
公
園
と
野
球
場
を
一
体
す
る
と
い
う
考
え
は
、

他
の
委
員
さ
ん
は
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
、
意
見
を
聞
き
た
い
。

 

 
１
１

 
先
程
言
っ
た
よ
う
に
、
野
球
場
に
つ
い
て
は
、
市
の
方
針
が
固
ま
っ
た
わ
け
な
の

で
、
一
日
も
早
く
進
め
て
ほ
し
い
。
と
言
う
の
も
地
域
住
民
が
ま
だ
か
、
ま
だ
か
と

い
っ
て
い
る
。
平
成
１
９
年
度
中
に
地
元
の
説
明
会
を
や
る
そ
う
な
の
で
、
一
日
も

早
く
実
施
し
て
ほ
し
い
。

 
 

 
本
庁
の
ス
ポ
ー
ツ
課
の
方
に
つ
な
い
で
お
く
。

 

堤
ケ
岡
第
二

 
小
学
校
（
仮
称
）

 
建
設
事
業

 

１
２

 
堤
ヶ
岡
第
二
小
学
校
の
通
学
路
の
取
り
決
め
に
対
し
て
、
地
元
の
人
達
の
名
前

が
、
諸
々
の
協
議
の
中
に
入
っ
て
い
な
い
場
合
が
あ
る
が
、
い
か
が
な
も
の
か
。

 
通
学
路
に
つ
い
て
は
、
堤
ヶ
岡
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
中
で
、
新
設
校
通
学
路
検
討

部
会
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。
そ
ち
ら
の
方
が
通
学
路
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

 

 
 

 
棟
高
の
区
長
が
い
な
い
時
に
、
通
学
対
象
地
域
（
福
島
、
中
泉
等
）
の
区
長
で
通
学

路
の
勉
強
会
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
し
か
し
、
通
学
地
域
に
棟
高
が
あ
る
の
に
、
棟
高

の
区
長
が
呼
ば
れ
な
い
の
は
、
何
事
だ
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
棟
高
区
の
区
長
及
び

議
員
も
含
め
て
再
度
、
通
学
路
の
勉
強
会
が
行
わ
れ
た
。
今
後
は
、
学
校
が
建
っ
て

い
る
棟
高
の
区
長
を
含
め
た
上
で
通
学
路
の
話
を
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
区
長
も
承
知
し
て
い
る
。
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１
３

 
堤
ヶ
岡
第
二
小
学
校
が
開
校
す
る
以
前
か
ら
、
市
で
は
、
生
活
道
路
に
規
制
が
ど

の
よ
う
に
か
か
る
の
か
を
地
域
の
人
達
に
よ
く
説
明
し
な
い
と
い
け
な
い
と
思
う
。

市
の
職
員
の
皆
さ
ん
は
、
規
制
に
つ
い
て
把
握
し
て
い
る
の
か
、
あ
の
道
路
で
十
分

ま
か
な
え
る
の
か
ど
う
か
教
え
て
ほ
し
い
。

 

通
学
路
に
関
し
て
は
、
地
元
の
要
望
が
反
映
さ
れ
た
形
で
学
校
に
あ
が
っ
て
、
学

校
か
ら
市
の
所
管
す
る
課
に
あ
が
っ
て
く
る
。
そ
の
段
階
で
、
地
元
の
意
向
が
汲
み

取
ら
れ
て
い
る
は
ず
だ
が
、
今
回
の
件
は
、
当
初
か
ら
教
育
委
員
会
に
入
っ
て
い
な

か
っ
た
。
以
前
に
開
催
さ
れ
た

PT
A
部
会
の
懇
談
会
に
出
席
し
て
初
め
て
知
っ
た
。 

 
 

１
４

 
規
制
と
い
う
の
は
、
学
校
の
ま
わ
り
は
ど
の
よ
う
に
す
る
予
定
な
の
か
。

 
具
体
的
な
通
学
路
の
規
制
の
関
係
は
、
群
馬
教
育
課
同
様
、

PT
A
部
会
の
懇
談
会

に
出
席
し
て
初
め
て
知
っ
た
。
そ
の
時
、
農
業
を
や
っ
て
い
る
立
場
か
ら
通
学
路
に

つ
い
て
考
え
た
こ
と
は
あ
る
の
か
、
学
校
の
一
方
的
な
視
点
だ
け
で
考
え
た
の
で
は

な
い
か
、
と
い
う
意
見
を
聞
い
た
。
通
学
と
い
う
概
念
に
加
え
て
、
少
し
角
度
を
広

げ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
こ
れ
か
ら
、
生
活
道
路
と
い
う
概
念
を
含
め

て
検
討
し
て
い
く
。

 
 

 
１
５

 
学
校
周
辺
の
道
路
整
備
に
つ
い
て

 
通
学
部
会
か
ら
、
市
の
教
育
委
員
会
、
建
設
部
に
陳
情
が
あ
が
っ
て
い
る
。
そ
の

中
に
は
、
学
校
の
周
辺
整
備
も
お
願
い
し
た
い
と
い
う
項
目
が
あ
る
。
周
辺
整
備
も

含
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

 
 

 
１
６

 
学
校
が
開
校
さ
れ
れ
ば
、
規
制
が
開
始
さ
れ
る
。
八
方
ふ
さ
が
り
で
な
い
よ
う
な

規
制
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

 
 

現
地
を
よ
く
み
て
、
八
方
ふ
さ
が
り
で
は
な
い
よ
う
に
検
討
す
る
。

 

 

 
そ
の
他
の
質
疑

 

No
. 

質
 
 
 
疑
 

回
 
 
 
答
 

１
 

商
工
業
の
立
場
か
ら
、
地
域
の
中
で
工
業
団
地
の
造
成
の
話
が
出
て
き
て
い
る
。
地
域
の
振

興
、
育
成
と
い
う
観
点
の
中
で
、
市
と
し
て
そ
う
し
た
要
望
が
出
た
場
合
、
対
応
で
き
る
体
制

と
い
う
の
は
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
、
聞
き
た
い
。

 
 

場
所
と
面
積
が
確
定
し
な
い
と
市
と
し
て
は
、
何
と
も
い
え
な
い
。
わ
か
っ
て
い
る
範
囲
で

言
っ
て
も
ら
わ
な
い
と
わ
か
ら
な
い
。

 

 
１
３
年
前
、
足
門
工
業
団
地
が
で
き
た
。
企
業
努
力
の
中
で
、
工
場
の
敷
地
が
満
杯
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
そ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
市
で
、
新
た
な
工
場
の
設
置
、
あ
る
い
は
用
途
指
定
の

変
更
等
に
対
し
て
対
応
し
て
も
ら
え
る
の
か
を
聞
き
た
い
。
面
積
は
、
１
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
ほ
ど

で
あ
る
。

 

そ
う
し
た
話
は
既
に
産
業
課
に
来
て
い
る
。
規
定
等
の
問
題
が
な
け
れ
ば
、
前
向
き
に
検
討

し
た
い
が
今
の
と
こ
ろ
決
ま
っ
て
い
な
い
の
で
、
保
留
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
市
と

し
て
は
、
第
一
に
、
余
っ
て
い
る
工
業
団
地
等
の
用
地
を
使
っ
て
ほ
し
い
、
第
二
に
、
該
当
地

域
は
青
地
で
あ
り
、
青
地
に
つ
い
て
は
農
業
用
地
と
し
て
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
言
う
考
え

で
あ
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
産
業
課
に
相
談
に
来
て
ほ
し
い
。
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資料８

会議内容 第２回関係
地域審議会（勉強会）

第３回
地域審議会（懇談会）

第３回
地域審議会（本番）

月 １１月 ２月 ３月

日 19 14 18

曜日 月 木 火

時間 14:00～15:30 14:00～15:30 17:00～17:45 合同地域審議会
18:00～20:00　合同懇親会

地域 群馬 群馬 全域

会場 庁議室
（２階）

全員協議会室
（３階） 高崎ホワイトイン

内容
（案）

○野球場、公園、及び中規
模運動広場の今後について

○新市建設（基本）計画実
施計画事業に係る平成１９
年度の推進状況及び平成２
０年度の取組みについて

○高崎市第５次総合計画前
期基本計画について

○平成２０年度当初予算の
概要について

支所
関係
出席者

審議会委員、参与
支所長、地域振興課長
建設課長、群馬教育課長

審議会委員、参与
支所長、支所の各課長
地域振興課担当職員

審議会委員、参与
支所長、地域振興課長
地域振興課担当職員

本庁
関係
出席者

地域振興部長
地域づくり推進課長
公園緑地課長
スポーツ課長
地域づくり推進課担当職員

地域振興部長
地域づくり推進課長
行政管理課長
財政課長
教育委員会庶務課長
上下水道事業総務課長
区画整理１課長
地域づくり推進課担当職員

市長、副市長
教育長
上下水道事業管理者
市長公室長
企画調整課長
総合計画策定室長
地域振興部長
地域づくり推進課長
総務部長、行政管理課長
財務部長、財政課長
教育委員会庶務課長
上下水道事業総務課長
地域づくり推進課担当職員

今後の予定について

※　懇談会、本番、懇親会については、後日改めて通知を送付いたします。
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